
 

Ⅲ-5-(3)-1 

 

(３) 学生版あるもの探し「島原半島“お宝掘り起し”保全・活用コンテスト」 

１) コンテスト募集要項 

＜求む若者のアイデア！島原半島の“お宝掘り起し”保全・活用コンテストについて＞ 

 中学生や高校生、専門学校生、大学生の皆さんから、島原半島の資源や魅力を活用す

るアイデアを募集します。皆さんの新鮮な視点で、島原半島や雲仙天草国立公園雲仙地

域の資源や魅力を見つけてください。そして、それをもとに、皆さんの柔軟な発想で、

もっと島原半島や国立公園を美しく環境に優しく豊かに元気にするアイデアを、ご応募

ください。島原半島や国立公園の資源や魅力を磨いて、更なる皆の“お宝”にする提案

をお待ちしています！ 

※当コンテストは、環境省事業「平成 22 年度雲仙天草国立公園雲仙地域再整備計画等策

定業務」の一環として実施するものです。 

 

＜雲仙プラン１００プロジェクトについて＞ 

 25 年後、国立公園指定 100 周年を迎えるとき、島原半島や雲仙が、世界中から人が

訪れ、訪れた人も、住む人も、働く人も、関わる人もみんな笑顔で元気になれる場所に

していきたい。このような想いから、現在、島原半島が一体となった取り組みを目指し

て、半島の有志が集まり、まずは、お互いの顔や地域が見えるよう、交流や魅力探しか

らはじめ、その上で、今後の半島のために、それぞれの地域が持ち味を活かしながら、

半島全体が一体となって、みんなが夢を持って共有・共感し、取り組める将来ビジョン

をつくり、それを実現するための方法を考えているところです。 

 

○募集内容・テーマ 

・島原半島や雲仙天草国立公園雲仙地域ならではの、地域らしさや、面白さなどを感

じる資源や魅力を掘り起こし、各部門の募集テーマに沿ってアイデアを、文章、写

真、マップ、イラストなどに自由に表現してご応募下さい。 

・以下の２部門を募集。 

部門 募集内容 

①「島原半島の魅

力体感コースマ

ップ」部門 

・島原半島や雲仙、島原半島ジオパークの人、物、自然、歴史、文化な

どの資源を活かした体験コースマップを募集します。 

・島原半島に訪れた人たちに、知ってもらいたい、体験・体感してもら

いたい島原半島の魅力を伝えられるコース内容をご提案ください。

「島原半島に行きたくなる」コースマップをお待ちしています。 

 

【地域資源の例】 

物知り古老の話や民話、農業や漁業などを通じた暮らしの魅力、地

元だけで知られる絶景、昔からの人の営みを感じられる場所、普賢岳

をはじめとした自然の恵みやそれを感じる場所など。これらをつなぎ

あわせて、コースを作成ください。 

 

※提案コースの名称、コースの図、コースの見どころや立ち寄り先の紹

介などを、地図やイラストマップ、写真などを用いて、 用紙（A2 サ

イズ～ A1 サイズ）１枚に、わかりやすくまとめてください。 

②「元気なふるさ

と保全・活用」部

門 

・島原半島の重要な特徴である「自然と人の共生」の象徴である里地・

里山・里海を“保全（持続可能に）する" アイデアや、里地・里山・

里海を活かした“元気な地域づくり" のアイデアを募集します。 

・島原半島の里地・里山・里海の魅力やすばらしさを見つけていただき、
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部門 募集内容 

 また一方で、耕作放棄地や間伐の行き届かない林、漁場環境の悪化な

ど、島原半島内の里山・里地・里海の抱える問題を調べ、「具体的に

どんな場所に、どんな魅力と、どんな問題があるか、そして、その問

題を解決し、地域の魅力を保全し、元気にするためにどうすればいい

のか」をご提案ください。 

 

※すでにある取り組みに磨きをかけてより良いものにするアイデアや、

別々に活動している人達やグループが協力することで、新しい動きが

生まれるようなアイデアなどでも構いません。 

【提案してほしい取組みの例】 

間伐イベントの実施、耕作放棄地での農業体験（景観・文化・誇り

が守られ、体験料として収入が得られる）、間伐材による魚礁造成な

ど 

【島原半島ですでに行われている取組の例】 

植樹活動（100 年の森など）、ミヤマキリシマの保全活動、スクイ

の復元、こぶ高菜など半島固有の品種の栽培、棚田米の活用、耕作放

棄地へのオリーブの植栽、ジオパークに関する取り組みなど 

※提案内容を簡潔に表すタイトル、解説文、図・イラスト・写真などを

用い、用紙（A2 サイズ～ A1 サイズ）１枚にわかりやすくまとめて

ください。 

    

○成果の活用方法 

・学生の新鮮な視点からの半島の魅力、すばらしさをはじめ、学生の柔軟な発想から

の半島や国立公園を美しく環境に優しく豊かに元気にするアイデアを、半島みんな

で見つめ直し、共有します。 

・半島内で行うイベントや、地域を元気にする素材として活用します。 

・島原半島の魅力を伝えるための素材としてＨＰや広報誌などに掲載して活用します。 

・「雲仙プラン１００」の将来ビジョン・アクションプランに活用します。 

○応募方法 

  郵送で応募してください。 

・必要事項を達成していれば、一つの作品で両部門への応募も可とします。 

・また、応募作品には A4 程度の紙に下記の項目を記入し、同封してください。 

 ①応募部門 ②作品タイトル ③応募者名：氏名または団体・グループ名 

 ④応募者が所属する学校・学科名、学年 ⑤連絡先：住所、電話番号、E-mail 

 ⑥情報入手元（参考文献やホームページの名称、インタビュー相手の名前など） 

・あて先  住 所：〒854-0621 長崎県雲仙市小浜町雲仙 320 雲仙お山の情報館別

館事務所内  雲仙プラン１００プロジェクト事務局 

○応募資格 

 ・長崎県内の大学・専門学校の学生、または、島原半島の中学・高校の生徒。 

・個人でもグループでも応募できます。 

・何作品でも、また何部門でも応募できます。 

○応募作品の著作権について 

1.応募作品の返却はできませんのでご了承下さい。 

2.応募作品には、詳細データー（撮影場所、撮影日時、撮影データーなど）を後日、

照会する場合がありますので、あらかじめご了承下さい。 
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3.応募作品の著作権は、主催者に帰属し、入賞作品については無償で使用できるもの

とします。また著作権・応募作品に関する権利義務の処理は、すべて応募者が事前

に処理することとなります。 

4.応募作品は、主催者が催す展覧会のほか、制作する作品集､パンフレットなどに使用

することがあります。 

5.応募作品は本コンテストの広報活動として、新聞、雑誌、テレビ、ホームページな

どで使用することがあります。 

6.応募作品の取り扱いについては十分注意しますが、不測の事態による事故や不利益

が発生した場合主催者などによる補償などの措置はありませんのでご了解下さい。 

○応募締切り日   

  平成 23 年８月 31 日（水） 当日消印有効 

○選考  

雲仙プラン１００策定委員や島原半島ワーキングメンバーが選考委員となって各賞に

あたる作品を選びます。 

○結果発表 

・2011 年９ 月中に実施 表彰式、巡回展での展示・発表も予定しています。 

・全ての応募作品は雲仙プラン１００ ホームページに掲載するとともに、巡回展やシ

ンポジウムなどで展示・発表します。 

○賞品        優秀賞×各部門１名 計２名…島原半島の特産品詰め合わせ(１万円相当） 

○主催・問い合わせ先 

主催：雲仙プラン１００プロジェクト 

協力：島原半島観光連盟、雲仙市観光協議会、雲仙観光協会、小浜温泉観光協会、 

島原温泉観光協会、南島原ひまわり観光協会 

後援：島原半島ジオパーク推進連絡協議会、雲仙市、島原市、南島原市 

住所：長崎県雲仙市小浜町雲仙320 雲仙お山の情報館別館（旧ビジターセンター）事務所内 

TEL/FAX：0957-73-2224 Mail ：project@unzen100.org 

ホームページ：http://unzen100.org 

 

○チラシの掲示・配布先 

   ■島原半島の県立高校  （計3,898名） 

学校名学校名学校名学校名    学科学科学科学科    
小浜高等学校 普通科 

ビジネス観光科 
国見高等学校 普通科 
島原高等学校 普通科 

理数科 
島原農業高等学校 農業科学科 

園芸科学科 
食品科学科 
生活福祉科 

島原工業高等学校 機械 
電気 
建築 
電子機器 

 

 

 

学校名学校名学校名学校名    学科学科学科学科    
島原商業高等学校 商業科 

国際経済科 
情報処理科 
家政科 

口加高等学校 普通科 

島原翔南高等学校 総合学科 
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■その他の高校  （計 246 名） 

学校名学校名学校名学校名    学科学科学科学科    
島原中央高等学校 普通科 

商業科 

 

■長崎県内の専門学校  （クリエイティブ系、ビジネス系の専門学校を抽出） 

名称名称名称名称    学科学科学科学科    
学校法人 平成国際学園 長崎情報ビジネス専門学校 デザインマスター科 
メトロコンピュータカレッジ モバイルシステム科 

WEB システム科 
PC デザインクリエーター科 

 

■長崎県内の大学  （計約 18,000 名） 

名称名称名称名称    宛先宛先宛先宛先    
長崎大学 環境科学部 
長崎県立大学 総務課 
活水女子大学 デザイン学科 準備室 
長崎ウエスレヤン大学 現代社会学部経済政策学科 
長崎国際大学 人間社会学部国際観光学科観光ビジネスコース 

人間社会学部 国際観光学科地域デザインコース 
長崎純心大学 学生支援課 
長崎総合科学大学 学生課 

 

■島原半島の中学校  合計 21 校（約 4,000 人） 

 

■雲仙市、島原市、南島原市の公的施設  各数か所 
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２) 「島原半島“お宝掘り起し”保全・活用コンテスト」募集結果と入賞作品 

応募作品数：３校６作品 

半島の魅力体感コースマップ部門：１校１作品 

元気なふるさと保全・活用部門：２校５作品 

 

＜半島の魅力体感コースマップ部門＞ 

優秀賞 「おらが町のジオパークマップ」 

長崎県立島原高等学校理数科８期生  代表 永田英之様 

おらが町のジオパークマッ プ
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＜元気なふるさと保全・活用部門＞ 

優秀賞 ｢ＴＥＥＮ ＰＲＯＪＥＣＴ｣ 

    福島由夏 山脇一恵（慶応義塾大学３年）様 
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｢うみのみち｣ 

緒方伊久磨（慶應義塾大学 大学院 政策・メディア研究科修士１年） 

池田幸仁（慶応義塾大学4年） 久保慶一郎（慶応義塾大学３年） 
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｢ＳＵＭ ＵＰ 島原｣ 

柴田理紗 酒井麻里（慶応義塾大学３年） 
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｢湧水×タンブラー｣ 

内田祐介 大沼芙実子 西原大地(慶応義塾大学３年） 
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｢雲仙温泉観光に関する県北地域の大学生の認知｣ 

長崎国際大学 人間社会学部国際観光学科 池永研究室 

池永正人(指導教授) 中村容子 劉雲楓(大学院生)  

江頭純平 江山まりな 王君偉 宋玲 李超(学部生) 

 

 


